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幼稚園ではみんなで体操です

2015 年 5 月 29 日 金曜日　岐阜新聞
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レポート

大
おお

治
はる

町
ちょう 愛知県

1回目

主　　催	

大治町チャレンジデー実行委員会	 （委員長　村上昌生）

総務部企画課

〒 490-1192	 愛知県海部郡大治町大字馬島字大門西 1-1

	 大治町役場

TEL：052-444-2711　FAX：052-443-4468

結　　果	

人　　　口：31,178 人	
愛知県大治町	 ○

参 加 者 数：12,416 人	
VS

参　加　率：39.8％	
北海道美唄市	 ●

取得メダル：銀

プログラム（太字：特に力を入れているプログラムと内容）	

①メインイベント「池谷幸雄氏とみんなでカラダを動かそう」（ス

ポーツセンター）700 人

・	 メインイベントのスペシャルゲストとして池谷幸雄さんを招

き、親子体操、町の健康体操「はるちゃん体操」を参加者全

員で行いました。また、同氏によるショート講演会も実施し

ました。

②ストレッチ体操（町立公民館）200 人

③大治太鼓体験（町立公民館）180 人

④ストレッチ体操（総合福祉センター）150 人

⑤オープニングイベント（町長とはるちゃん体操をしよう）（ス

ポーツセンター）100 人

【アスリート・著名人など】
池谷幸雄（元体操選手 バルセロナ五輪 銀メダル等）

協力・連携	

体育協会／スポーツ推進委員／幼稚園・保育園／小学校／中学校

／事業所・企業／商工会・青年会議所／自治会・町内会／高齢者

団体／婦人会／障害者団体／社会福祉協議会／高齢者施設／障害

者施設／文化協会／子ども会／保健推進員

メディア	

中日新聞／西尾張 CATV「デイリートピックス、ウイークリートピック

ス」

広報・周知	

　今回が初挑戦であり、町民に「チャレンジデー」という言葉と

内容を知ってもらうことに重点を置きました。町内全世帯へのチ

ラシ配布、毎月の広報への記事掲載、町のメールサービスの配信、

各種団体の会議の場でのイベント内容紹介などにより、多くの方

にチャレンジデーを知っていただけたと思います。

製 作 物	

チラシ 27,000 枚／スタッフ T シャツ 60 枚／ポケットティッシュ

3,000 個／のぼり 60 本／横断幕・懸垂幕 20 枚／看板 1 枚

実施効果	

・	チャレンジデーを成功させるという目標に向かって町が一丸と

なることができました。

・	各種団体、事業者などとの繋がりが深まりました。

・	対戦相手の北海道美唄市との交流が深まりました。

担当者から	

　初挑戦ということもあり、どんなプログラムを実施すると興味

を持って参加していただけるか、どれくらいのプログラムを用意

すればよいか、手探りの状態からのスタートで不安を感じました。

他の自治体の担当者にお話を伺いながら、実行委員と少しずつ準

備を進めていくことで、企業、団体、住民など多くの方に参加い

ただくことができました。準備から当日までは大変でしたが、終

了後は充実感に満たされました。

オープニングを盛り上げる大治太鼓

小学生によるはるちゃん体操

メインイベント
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2015 年 5 月 26 日 火曜日
中日新聞

2015 年 5 月 30 日 土曜日　中日新聞

2015 年 3 月 20 日 金曜日
中日新聞
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レポート

扶
ふ

桑
そう

町
ちょう 愛知県

2回目

主　　催	

扶桑町チャレンジデー実行委員会	 （会長　江戸　滿）

教育委員会生涯学習課

〒 480-0103	 愛知県丹羽郡扶桑町大字柏森字平塚 370 番地

	 扶桑町総合体育館

TEL：0587-93-2441　FAX：0587-93-2183

結　　果	

人　　　口：34,397 人	
愛知県扶桑町	 ●

参 加 者 数：23,187 人	
VS

参　加　率：67.4％	
栃木県上三川町	 ○

取得メダル：金

プログラム（太字：特に力を入れているプログラムと内容）	

①町内保育園、小中学校、高校チャレンジデー特別プログラム（町

内各施設）6,011 人

②お買い物ウォーキング（イオン扶桑店等）3,093 人

③町長とラジオ体操（扶桑町総合グラウンド）350 人

・	 チャレンジデー 2015 in 扶桑のオープニングイベントという

ことで昨年に引続き、扶桑町長と町民が一体となってラジオ

体操と軽い運動を行いました。1日の士気を高める良い機会

となり、気持ちの良いスタートを切ることができました。

④踊り de チャレンジ（扶桑町総合体育館）138 人

⑤空き缶積み上げ大会（扶桑町総合体育館）80 人

協力・連携	

体育協会／スポーツ推進委員／スポーツ少年団／競技団体／総合

型地域スポーツクラブ／民間フィットネスクラブ／幼稚園・保

育園／小学校／中学校／高等学校／事業所・企業／商工会・青年

会議所／自治会・町内会／高齢者団体／婦人会／障害者団体／社

会福祉協議会／病院・診療所／高齢者施設／障害者施設／スポー

ツ協力員（スポーツ推進委員とは別に教育委員会から町内各地区

42 名を委嘱）

メディア	

中日新聞／名古屋テレビ「ドデスカ！踊ろう！ウルフィ～ズ」／

中部ケーブルネットワーク「C ステーション・スクールレポート」

広報・周知	

　今年は、より多くの地区住民に参加いただく事を目標としまし

た。そのため、町内の区長、駐在員、自治会長、町内会長等に参

加依頼文書だけでなく、実際に会議へお邪魔するなど説明にまわ

りました。その際に、各地区の公民館にのぼりと投票箱を設置さ

せていただく事もお願いし、住民がスムーズに投票（報告）でき

る環境を整えました。その結果、地区住民の参加人数が向上し、

扶桑町が目指す住民総参加型のチャレンジデーを実施することが

できました。

　また、新聞やケーブルテレビによる啓発だけでなく、名古屋テ

レビの生番組の一部にチャレンジデーの紹介コーナーを設け、周

知できたことも今年の大きな収穫といえます。

製 作 物	

チラシ15,000枚／スタッフTシャツ100枚／ポケットティッシュ

5,000 個／のぼり 20 本／横断幕・懸垂幕 10 枚／投票箱 55 個／

参加投票券 5,000 枚

実施効果	

・	1 日 15 分間の運動を日常生活に取り入れることにより健康な

まちづくりを目指すきっかけとなりました。

・	町内の地区住民、保育園、小中学校、高校、各種団体・企業等

がひとつの物事に打ち込むことにより町全体が一体となること

ができました。

・	対戦相手である栃木県上三川町への関心が高まりました。

・	普段から熱心に活動されているサークル活動等を無料開放する

ことにより新規会員募集のきっかけとなりました。

担当者から	

　今回は 2 回目の挑戦ということで昨年の経験を糧にさらなるス

テップアップを図るため、地区住民への広い広報活動を意識しま

した。その際、住民の生の声を聞くことで広報活動についての良

い面・悪い面を含め、見直すきっかけとなりました。周知・啓発

活動を行うスタッフが口をそろえていたのが、「チャレンジデー」

という言葉が広く認識されているということです。厳しい声をい

ただく事もありましたが、ほとんどが共に頑張ろうという激励の

声であり、それがスタッフの活力となり、やりがいへと繋がりま

した。

　今年は縁あって対戦相手が栃木県上三川町という、とても参加

率の高い強敵でしたので目標参加率を高く掲げる事ができ、良い

緊張感の中、当日を迎えました。善戦むなしく破れはしましたが、

昨年よりも 7.8 ポイントの参加率向上を達成できました。

　引き続き、日常生活に 15 分間以上の運動を取り入れる啓発活

動を行い、扶桑町らしい健康なまちづくり推進を図っていきたい

と思います。

町長とラジオ体操
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空き缶積み上げ大会メ～テレ「踊ろう！ウルフィ～ズ」

2015 年 6 月 5 日 金曜日　尾北ホームニュース

2015 年 5 月 30 日 土曜日　中日新聞2015 年 5 月 22 日 金曜日
尾北ホームニュース
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レポート

碧
へき

南
なん

市
し 愛知県

5回目

主　　催	

碧南市チャレンジデー実行委員会	 （実行委員長　禰冝田政信）

碧南市教育委員会　スポーツ課

〒 447-0853	 愛知県碧南市浜町 2 － 3

TEL：0566-48-5311　FAX：0566-42-8368

結　　果	

人　　　口：71,793 人	
愛知県碧南市	 ○

参 加 者 数：57,222 人	
VS

参　加　率：79.7％	
山梨県甲斐市	 ●

取得メダル：金

プログラム（太字：特に力を入れているプログラムと内容）	

①ラジオ体操、ポールウォーキング、ニュースポーツ大会（油ヶ

渕遊園地、臨海公園、明石公園）700 人

・	 へきなん総合型スポーツクラブや碧南レクリエーション指導

者協議会の方々を中心に、ポールウォーキングやニュース

ポーツに関する体験会を行いました。

②らくらく体操（市内各公民館）694 人

③親子からだ遊び（市内各公民館）345 人

④グラウンド・ゴルフ大会（臨海公園）289 人

⑤野球大会（臨海公園グラウンド）180 人

協力・連携	

体育協会／スポーツ推進委員／スポーツ少年団／競技団体／レク

リエーション協会／総合型地域スポーツクラブ／幼稚園・保育園

／小学校／中学校／高等学校／事業所・企業／商工会・青年会議

所／高齢者団体／社会福祉協議会／高齢者施設

メディア	

中日新聞／CBCテレビ「イッポウ」／ KATCH「KATCH TIME 30」

広報・周知	

　チャレンジデー当日、ボランティアの方々を中心に、市内の駅

前やスーパーにおいて PR を実施していただきました。PR の際に

は、ポケットティッシュとチラシを一緒に配布し、多くの市民に

対して事業周知を行うことができました。

製 作 物	

チラシ 5,000 枚／スタッフ T シャツ 328 枚／ポケットティッシュ

23,000 個

実施効果	

　今回で 5 回目の実施となり、「住民の健康づくり」や「スポーツ振興」

のきっかけづくりであるチャレンジデーが、市民に対して浸透してき

ていると感じます。参加率も年々向上してきており、碧南市全体で事

業に参加できているのではないかと考えられます。

	 碧南市では、平成 27 年度から新たにスポーツ推進計画を策定し、

「目指そう週 1 回スポーツ実施率 60％」をコンセプトに掲げていま

す。チャレンジデーへの参加を通して、市民 1 人ひとりの運動する

機会を増やし、健康増進や意識向上につながればと感じています。

担当者から	

・	チャレンジデー周知に用いる T シャツについて、納品をもう少

し早く行っていただければ助かります。現状では、T シャツ納

品後、約 2 週間程度の着用しかできず、PR のために購入いただ

いている方々に対して、申し訳ないと感じております。

・	啓発品であるポスターについて、カテゴリーごとに配布枚数が

設定されています。碧南市が属するカテゴリー 5 は、『70,000

人～ 249,999 人』と人口の幅が大きい一方で、配布数は 300 枚

と固定されています。可能であれば、事前に必要なポスター枚

数の調査・聞き取りを行うことで、各自治体に対して効率的に

配布が行えるのではないかと思います。

ソフトバレーボール大会

スラックライン

親子で遊ぶ C5 忍者ランド
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チャレンジデー PR 用チラシ（表面） チャレンジデー PR 用チラシ（裏面）

2015 年 5 月 15 日 金曜日
中日新聞

2015 年 5 月 31 日 日曜日　中日新聞
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レポート

柏
かし

原
わら

市
し 大阪府

8回目

主　　催	

柏原市チャレンジデー実行委員会	 （会長　中野隆司）

柏原市教育委員会　教育部　スポーツ推進課

〒 582-8555	 大阪府柏原市安堂町 1-43

TEL：072-972-1689　FAX：072-940-6120

結　　果	

人　　　口：72,062 人	
大阪府柏原市	 ○

参 加 者 数：49,138 人	
VS

参　加　率：68.2％	
東京都狛江市	 ●

取得メダル：金

プログラム（太字：特に力を入れているプログラムと内容）	

①ゴミ 0 運動（柏原市内一円）2,000 人

②市長と体操・ゲームをしよう！！（市役所前大和川河川敷公園）

500 人

・	 オープニングイベントとして毎年開催しているプログラム。

当日の「グラウンド・ゴルフ大会」への参加者や、「みんな

で元気！！」に参加する保育園児を中心に、多くの市民に

参加いただきました。また、柏原市公認のマスコットキャ

ラクター「かしぴょん」も参加してイベントを盛り上げ、

柏原市チャレンジデー実行委員長の中野市長による開会の

挨拶もあり、その後は、参加者全員で「ラジオ体操」や「挨

拶ジャンケンゲーム」をして体を動かす、という楽しいイ

ベントになっています。

③ニュースポーツ体験コーナー（リビエールホール）350 人

④保育園児対象「みんなで元気！！」（リビエールホール）300 人

⑤チャレンジ杯グラウンド・ゴルフ大会（市役所前大和川河川敷

公園）139 人

協力・連携	

体育協会／スポーツ推進委員／競技団体／幼稚園・保育園／小学

校／中学校／高等学校／大学・専門学校／事業所・企業／高齢者

団体／公共スポーツ施設／公共施設（文化・健康等）

メディア	

NHK 大阪放送局「ニュースほっと関西」

広報・周知	

	 ポスター（下段の空欄部分は当実行委員会で印刷）の掲示場所、

掲示枚数を例年よりも増加しました。　　　　　	 	

　市の facebook を活用し、前日及び当日にリアルタイムで情報

を提供しました。

製 作 物	

チラシ 30,000 枚／ポケットティッシュ 2,000 個／エアゲート用

横断幕 1 枚

実施効果	

　今回で 8 回目の開催となり、チャレンジデー当日に実施するイ

ベントを心待ちにしている参加者が現れるなど、多くの市民に定

着してきました。また、他市からのイベントへの参加者が増加す

るなど柏原市の PR につながっています。

　平成 23 年度から毎年、チャレンジデー当日に吉本興業所属の

大道芸のタレントさんと着ぐるみ（今年は「かんぺいちゃん」）

の応援があり、参加者から大きな喝采を受けました。保育園児

対象のイベントでは、「幼児向けヒップホップ」講習に、今年も、

柏原市公認のマスコットキャラクター「かしぴょん」も参加する

等内容の充実を図った結果、園児達が心から楽しんで踊り、会場

が大いに盛り上がりました。

担当者から	

　チャレンジデー 1 週間前の 5 月 20 日に NHK 大阪放送局から当

日取材の申入れがありました。1 週間前という多忙な時期ではあ

りましたが、「チャレンジデー」というイベントと柏原市の知名

度アップに繋げたいという思いで、NHK の担当者と数回打合せ

を行い、また、対戦相手の東京都狛江市とも相互に連絡を取り合

いました。

　チャレンジデー当日は両市が NHK の取材を受け、各々の地域

のニュースで放送される等、両市間の交流が広がったのはもちろ

んのこと、テレビ放送を通じて、両市及びチャレンジデーという

イベントの PR を図ることができたことについて、大変うれしく

思っております。

市長と体操・ゲームをしよう！！

みんなで元気 !! 幼児向けヒップホップ講習
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フラダンス講習会後にみんなでポーズ

チャレンジデー PR 用チラシ（表面） チャレンジデー PR 用チラシ（裏面）
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○市民証１枚で持参の方とそのご家族が、割引
金額【大人（中学生以上）800 円、小人（４
歳以上）400 円】で利用できます。
○市民証の届かないご家庭や市民証を紛失され
た場合は、スポーツ推進課へ名前・住所が確認
できる身分証をご持参ください。市民証を発行
します（祝日を除く月～金曜日の午前９時～午
後５時）。
※土・日曜の午前９時～午後５時のみ、柏原オー
エンスアリーナ・柏原オーエンス第二アリーナ
で市民証を発行します。
〇利用期間　７月 18 日（土）～ 8 月 31 日（月）
　　　　　　期間中無休

〇利用時間　午前９時 30 分～午後５時
　　　　　　（8 月 31 日は午後 3 時まで）
　　　　　　入場は閉場の１時間前まで
※車での来場はご遠慮ください
○問合せ　スポーツ推進課 ☎ 972-1689
　　　　 （教育センター２階）

サンヒル柏原プールの市民割引について
利用時に提示すると市民料金で利用できる市民証を、今月号の「広報かしわら」と
一緒に配布していますので、ご利用ください。

チャレンジデー２０１5結果報告

　５月 27 日（水）、全国 130 カ所でチャレンジデーが実
施され、約 277 万人が参加しました。柏原市は皆さんの
ご協力をもちまして、参加率 68.2％（人口 72,062 人、
参加 49,138 人）を記録し、対戦相手であった東京都狛

こ ま え
江

市（参加率 18.3％）に勝利することができました。皆さ
んご協力ありがとうございました。

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
の
利
用

　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
講
習
会
を
受
講

さ
れ
た
方
は
、
柏
原
オ
ー
エ
ン
ス

ア
リ
ー
ナ
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
を

利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
講

習
を
希
望
さ
れ
る
方
は
事
前
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
　
☎
９
７
７
‐
８
６
０
０

体
育
館
の
個
人
開
放

　
体
育
館
の
ア
リ
ー
ナ
は
通
常
10

人
以
上
の
団
体
が
利
用
で
き
ま
す

が
、
次
の
日
は
個
人
で
も
利
用
で

き
ま
す
。

①
柏
原
オ
ー
エ
ン
ス
ア
リ
ー
ナ

☎
９
７
７
‐
８
６
０
０

と
き
　

7
月
19
日
（
日
）
午
後
1

時
～
5
時
（
他
日
程
で
も
空
き
に

応
じ
て
利
用
で
き
る
場
合
あ
り
）

②
柏
原
オ
ー
エ
ン
ス
第
二
ア
リ
ー

ナ 

☎
９
７
１
‐
５
９
７
６

と
き
　

7
月
12
日
（
日
）
午
後
1

時
～
5
時

30
日
（
月
）

時
間
　
午
後
６
時
～
９
時
［
90
分

単
位
］

使
用
料
　
90
分
　
１
０
５
０
円

申
込
み
・
問
合
せ
　
ス
ポ
ー
ツ
推

進
課
（
☎
９
７
２
‐
１
６
８
９
）

で
使
用
予
定
日
の
１
カ
月
前
か
ら

受
付
。（
８
月
１
日
に
使
用
す
る

場
合
、７
月
１
日
受
付
開
始
）［
印

鑑
と
使
用
料
を
持
参
］
な
お
、
利

用
は
10
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ
で
、

団
体
登
録
が
必
要
で
す
。

まちの
話題

子育て

教育
文化

スポ
ーツ

安全
環境

上下
水道
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づくり

地域
生活

財政
税

国保
年金

人権
福祉

病院
健康

学ぶ

楽しむ

動く

その他

募集

相談

イベ
ント

施設
案内等

15 （2015・7）

2015 年 7 月号　広報かしわら
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レポート

豊
とよ

岡
おか

市
し 兵庫県

6回目

主　　催	

豊岡市チャレンジデー実行委員会	 （委員長　中貝宗治）

豊岡市地域コミュニティ振興部　スポーツ振興課

〒 668-8666	 兵庫県豊岡市中央町 2 番 4 号

	 豊岡市役所

TEL：0796-21-9023　FAX：0796-29-0054

結　　果	

人　　　口：85,665 人	
兵庫県豊岡市	 ○

参 加 者 数：67,762 人	
VS

参　加　率：79.1％	
東京都昭島市	 ●

取得メダル：金

プログラム（太字：特に力を入れているプログラムと内容）	

①スポーツごみ拾い（市内各所）304 人

・	 スポーツごみ拾いは、年齢や体力に関係なく、誰にでも参加で

き、町の美化にもつながるというメリットのあるスポーツです。

	 昨年に引き続き、2回目の実施となりましたが、勝利を目指し

て必死に駆け回るチームや、障害者施設の方々は沢山のゴミは

拾えませんが、みんなで力を合わせて頑張ること、やり遂げる

ことの大切さを学べると積極的な参加も見られました。

	 やり遂げたあとの参加者の笑顔が輝いていたのが印象的でした。

②玄さんとチャレンジデー（市役所前市民広場）300 人

③ロープ・ジャンプ・X 大会（市役所前市民広場ほか）242 人

④駅通りスタンプラリー（豊岡駅通り商店街）109 人

⑤ LET'S ウォーキング（円山川堤防他）80 人

協力・連携	

体育協会／スポーツ推進委員／スポーツ少年団／競技団体／民間

フィットネスクラブ／幼稚園・保育園／小学校／中学校／高等学校／

事業所・企業／商工会・青年会議所／自治会・町内会／高齢者団体／

婦人会／社会福祉協議会／病院・診療所／高齢者施設／障害者施設

メディア	

毎日新聞／神戸新聞／朝日新聞／ FM ジャングル「今年も勝利だ！

チャレンジデー」

広報・周知	

	 作業所とタイアップして、豊岡市独自の PR グッズを作成しま

した。作業所の通所者の励みにもなり、市民にチャレンジデーの

PRができたと共に、作業所の作品のPRにもなり、一石二鳥でした。

製 作 物	

チラシ 40,000 枚／スタッフＴシャツ 70 枚／「コーちゃん」カス

テラ 1,300 個

実施効果	

　今回 6 回目の実施となり、職員の着るチャレンジデー T シャツ

を見て「体操する日だな！」と市民の認知度も高くなっています。

　その中でも全国共通イベントに対する市民の意欲が旺盛で、特

にロープ・ジャンプ・X 大会はチャレンジデー当日までに各チー

ムで練習会を行う等、チャレンジデー参加だけでなく、各チーム、

職場でのコミュニケーションを図ることができ、大いに盛り上が

りを見せました。

　また、今回初めて「豊岡駅通りスタンプラリー」を行い、普段は車

で通り過ぎてしまうことの多い商店街を多くの市民が歩き、改めて豊

岡の街並みの良さを発見することもできました。

　チャレンジデーは、勝利を目指して市民が一丸となり、お祭り

のように一日楽しく体を動かす習慣づくりのきっかけとなること

ができました。

　会を重ねるごとに、盛り上がりを見せる市民にとって年に１度の参

加型スポーツイベントとして定着しています。

担当者から	

　一番の苦労は PR です。いかに多くの企業、団体、市民に PR

できるかが勝敗を決めると言っても過言ではありません。

　そのような中で、各企業等を回っていると、「今年もそんな時

期になりましたね！」と皆さん快く対応をしてくださいました。

前回までの必死の PR が功を奏し、チャレンジデーが市民に行き

わたっていることを実感することができました。

　また、区長会からも体を動かしても報告しないと何にもならな

い！と報告率を上げるために区民に呼びかける等、市民一丸とな

り勝利しようという機運を感じました。今回のチャレンジデーは

今までで一番盛り上がり、お祭りとして市内各所で自主的に多く

のイベントが開催され、市民がみんなで一日を楽しむことができ

ました。

ポスチュアウォーキング

LET'S ウォーキング
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新聞

ロープ・ジャンプ・X 大会

チャレンジデー PR 用チラシ（表面）

チャレンジデー PR 用チラシ（裏面）

2015 年 5 月 28 日 木曜日　毎日新聞



220
レポート

養
や

父
ぶ

市
し 兵庫県

2回目

主　　催	

養父市チャレンジデー実行委員会	 （会長　広瀬　栄）

教育委員会事務局生涯スポーツセンター

〒 667-0044	 兵庫県養父市八鹿町国木 697-1

	 養父市立全天候運動場内

TEL：079-663-2021　FAX：079-663-2024

結　　果	

人　　　口：25,498 人	
兵庫県養父市	 ○

参 加 者 数：10,215 人	
VS

参　加　率：40.1％	
北海道幕別町	 ●

取得メダル：銀

プログラム（太字：特に力を入れているプログラムと内容）	

①グラウンド・ゴルフ教室（全天候運動場）140 人

・	 グラウンド・ゴルフ経験者だけでなく、初心者も楽しめるよ

うに、ルールやマナーを説明しています。グラウンド・ゴル

フ初心者が、この教室に参加することで、グラウンド・ゴル

フに興味を持ち、今後、積極的に大会等に参加してもらえる

ことを目指しています。

②スポーツ少年団バレーボール大会（養父体育館）104 人

③グラウンド・ゴルフ大会（おおやスポーツセンター）78 人

④テニス教室（全天候運動場）65 人

⑤グラウンド・ゴルフ（はさまじ里山の森公園）60 人

協力・連携	

体育協会／スポーツ推進委員／スポーツ少年団／自治会・町内会

／高齢者団体

メディア	

神戸新聞／毎日新聞

広報・周知	

	 市広報への掲載や、市内全戸に配布した他のイベントのチラシ

にも「チャレンジデー」に関する内容を掲載することで、市民へ

周知をしました。また、市体育協会加盟団体や市スポーツ推進委

員の会議等で開催についての協力を要請するとともに、各地域に

おけるスポーツクラブ 21 などとも連携を図りました。さらには、

平成 26 年度に市が制定した健康ポイント制度を利用する実践団

体に対して、ポイント対象事業として周知したことにより昨年度

より多くの参加が得られました。

製 作 物	

シューズケース 30 個

実施効果	

　チャレンジデーを実施したことで、普段あまり運動しない方に

も運動してもらうことができ、市民のスポーツ実施率を向上させ

るためのきっかけになりました。また、対戦相手の幕別町につい

ても知ることができたので、今後も様々な面で交流を図りたいと

考えています。

担当者から	

　市体育協会、市スポーツ推進委員会や地域のスポーツクラブ

21 など、様々な団体や地域の人々と連携できたことが良かった

と思います。しかしながら、平日の実施となるため、イベントを

計画するのが難しいと感じました。グラウンド・ゴルフなど、高

齢者の方を対象にしたものが多くなってしまうので、その点が苦

労しました。

グラウンド・ゴルフ教室

テニス教室

バドミントン教室
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新聞

2015 年 5 月 28 日 木曜日　神戸新聞

2015 年 5 月 28 日 木曜日　毎日新聞
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レポート

広
こう

陵
りょう

町
ちょう 奈良県

1回目

主　　催	

広陵町チャレンジデー実行委員会	 （委員長　山村吉由）

企画部企画調整課

〒 635-8515	 奈良県北葛城郡広陵町大字南郷 583 番地 1

TEL：0745-55-1001　FAX：0745-55-1009

結　　果	

人　　　口：34,823 人	
奈良県広陵町	 ●

参 加 者 数：9,526 人	
VS

参　加　率：27.4％	
長野県東御市	 ○

取得メダル：銅

プログラム（太字：特に力を入れているプログラムと内容）	

①元気にオープニングイベント「モーニングウォークとラジオ体

操でスッキリ！」（広陵健民運動場）約 80 人

②みんなで踊ろう！「恋するフォーチュンクッキー」（広陵中央

体育館）約 70 人

・	 多くの企業や自治体ですでに行われているもので、AKB48

の「恋するフォーチュンクッキー」をダンスの講師を招いて、

練習し、みんなで踊るというものです。

③シルバーリハビリ体操（広陵中央体育館）約 50 人

④楽しくトレーニング運動（広陵中央体育館）約 45 人

⑤スポーツバイキング（広陵中央体育館）約 40 人

【アスリート・著名人など】
バンビシャス奈良（バスケットボール bj リーグ）／ブランチ（小

中学生からなるダブルダッチチーム。昨年 12 月のニューヨー

ク世界大会で優勝。町内中学生も在席）

協力・連携	

体育協会／スポーツ推進委員／スポーツ少年団／競技団体／レク

リエーション協会／総合型地域スポーツクラブ／幼稚園・保育園

／小学校／中学校／高等学校／大学・専門学校／事業所・企業／

商工会・青年会議所／自治会・町内会／高齢者団体／婦人会／障

害者団体／社会福祉協議会／高齢者施設

メディア	

奈良新聞／読売新聞／奈良テレビ「ゆうドキッ！いきいきまちだより」

広報・周知	

　町内各種団体はもちろんのこと、民間企業や多くの従業員を抱

える会社に出向き、協力のお願いをしました。今年は広陵町制

60 周年という節目の年であり、その記念事業の一環として行っ

ていることをアピールし、町内全体が一丸となってチャレンジ

デーに参加するよう促しました。

製 作 物	

チラシ15,000枚／のぼり100枚／クリアファイル（参加者記念品）

500 枚

実施効果	

	 健康を意識しながら運動・スポーツを実施することによって、

町民の皆さんに健康意識向上を図ることができました。また、地

域であらゆる世代にわたるイベントを実施するなど、世代間交流

を図ることができました。今回のチャレンジデーは初挑戦でした

が、町制 60 周年記念事業の一環として実施したため、「町制 60

周年」を町内外にアピールすることができました。

担当者から	

　今回は町制 60 周年記念事業の一環として、初挑戦しました。

初挑戦で思ったほど住民にチャレンジデーを浸透させることがで

きず、敗戦となりましたが、「健康な町を目指す」というテーマ

のもと、町をあげて健康を意識した取り組みを実施できたのでは

ないかと自負しています。

　また、地域において積極的な取り組みをしてもらうことで、自

治会内の絆が深まったところも見られ、コミュニティの希薄さが

課題となっている現在において、大きな成果となったと思います。

　来年もぜひ実施し、健康のまちづくりと参加率 40％を目指す

とともに初勝利を勝ち取りたいと思います。

　事務局スタッフ（動員できる職員）が少ないため、来年はもう

少し多くの職員やボランティアを配置し、系統だった組織で臨み

たいと思います。

オープニングイベント

中学校全体「ラジオ体操」
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新聞

地域自治会「ひまわり種植え」

2015 年 5 月 29 日 水曜日
奈良新聞

2015 年 4 月 24 日 金曜日
奈良日日新聞

2015 年 5 月 29 日 金曜日　読売新聞
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レポート

上
かみ

富
とん

田
だ

町
ちょう 和歌山県

10回目

主　　催	

上富田町チャレンジデー実行委員会	 （実行委員長　小出隆道）

NPO 法人くちくまのクラブ

〒 649-2105	 和歌山県西牟婁郡上富田町朝来 1361-2

	 くちくまのほっとステーション内

TEL：0739-47-5711　FAX：0739-47-1139

結　　果	

人　　　口：15,476 人	
和歌山県上富田町	 ○

参 加 者 数：10,710 人	
VS

参　加　率：69.2％	
北海道東神楽町	 ●

取得メダル：金

プログラム（太字：特に力を入れているプログラムと内容）	

①周辺高校合同クラブ活動（2 種目）（上富田スポーツセンター）

151 人

②早朝ウォーキング（彦五郎公園）138 人

・	 チャレンジデーのオープニングイベントで、「町長と一緒に

歩こう！！」と呼びかけています。

③障害者施設レクリエーション大会（上富田スポーツセンター）

87 人

④グラウンド・ゴルフ大会（上富田スポーツセンター）71 人

⑤ソフトボール大会（若者広場）67 人

協力・連携	

体育協会／スポーツ推進委員／スポーツ少年団／競技団体／総合

型地域スポーツクラブ／幼稚園・保育園／小学校／中学校／高等

学校／事業所・企業／商工会・青年会議所／高齢者団体／障害者

団体／社会福祉協議会／高齢者施設／障害者施設

メディア	

紀伊民報／和歌山放送「感謝感激！アカシです。」／ FM ビーチ

ステーション

広報・周知	

	 例年通りのラジオ、新聞、チラシ、ポスターの他に、今年は、

直接企業に電話をして、参加人数を報告してもらえたことが、参

加率アップにつながったと思います。

製 作 物	

チラシ 5,000 枚／スタッフＴシャツ 30 枚／ポケットティッシュ

5,000 個

実施効果	

　グラウンドに出て、人工芝でレクリエーションをしたことで、

体を動かす機会の少なかった方々から、定期的に利用したいと申

し出がありました。

　普段人工芝を利用することの無い方にとって、転んでも痛くな

い人工芝は安心して運動のできる場所と認知されたことで、運動

のきっかけになりました。

担当者から	

　毎年恒例となり、「今年も頑張ろうね！」「みんなに声かけてる

よ」などと、繋がりができています。

　ただ、ラジオ・チラシ・新聞など事前告知を行いましたが、次

の日に報告が入ったり、連絡忘れがあったりとどうすれば良いの

か、毎回いつも悩みます。

かみとんだ体操

ミニサッカー大会

早朝ウォーキング
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2015 年 5 月 28 日 木曜日
紀伊民報

2015 年 5 月 29 日 金曜日　紀伊民報

2015 年 5 月 26 日 火曜日
紀伊民報
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レポート

海
あ

士
ま

町
ちょう 島根県

12回目

主　　催	

海士町チャレンジデー実行委員会	 （実行委員長　山内道雄）

海士町教育委員会　地域共育課

〒 684-0403	 島根県隠岐郡海士町大字海士 1490

TEL：08514-2-1221　FAX：08514-2-1633

結　　果	

人　　　口：2,342 人	
島根県海士町	 ○

参 加 者 数：1,380 人	
VS

参　加　率：58.9％	
沖縄県大宜味村	 ●

取得メダル：銀

プログラム（太字：特に力を入れているプログラムと内容）	

①ラジオ体操／ウォーキング（各地区公民館 /公民館周辺）735 人

・	 誰でも簡単にできる運動として、毎年チャレンジデーの日には

朝10時と午後３時の２回、ラジオ体操を町内に放送しています。

	 ラジオ体操は、海士町の方言で語られる「海士弁ラジオ体操」

があり、少しでも楽しめるように２回の放送のうち１回は、

方言ヴァージョンが流れます。

・	 最近ではラジオ体操の後、ウォーキングを行う地区が増えて

きて、運動（ラジオ体操→ウォーキング）の流れができてき

ました。実行委員会が組んだものではないのですが、自然と

運動を行うプログラムが生じたので、これを力を入れている

プログラムとしました。

②グラウンド・ゴルフ（地区公民館）186 人

③クロリティ（地区公民館）106 人

④ミニ運動会（中学校）54 人

⑤リレー（小学校）36 人

協力・連携	

体育協会／スポーツ推進委員／幼稚園・保育園／小学校／中学校

／高等学校／自治会・町内会／社会福祉協議会／高齢者施設

広報・周知	

　昨年の反省点でもあった、各事業所への告知を丁寧に行うよう

心がけました。

	 ポスターと報告用紙を持って、直接事業所をまわり、チャレン

ジデーへの参加を呼び掛けていきました。結果、昨年は報告がな

かった事業所からも報告があり、来年度も継続して周知できれば

と思っています。

製 作 物	

チラシ 1,102 枚／ローカル番組告知 1

実施効果	

　ラジオ体操の後にウォーキングを行うなど、自然と運動を行う

流れができてきました。

	 また、今回のチャレンジデーの実施で、高齢者の方の一部では、

ラジオ体操で体を動かすことが難しい場合があることが分かりま

した。この機会に、より簡単に楽しめる運動プログラムを模索し

周知していこうと思います。

担当者から	

　運動を通して、地域の方々の交流の場が少しでも増えることは、

とても貴重な機会だと思っており、皆さんにどのように周知すれ

ば楽しく参加していただけるかと模索しながら今回初めて担当し

ました。

	 今年は、島民ホール（体育館のような施設）を開放し、スポー

ツ吹き矢やショートテニス、ラージボール卓球がいつでも誰でも

利用できるように準備していましたが、周知が遅かったこともあ

り、利用はほとんどありませんでした。

	 今回の経験を元に、早めの周知やイベントの企画を行い、次回

は金メダルを獲得できるように工夫していきたいと思っています。

ラジオ体操

屋内クロリティ

グラウンド・ゴルフ
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チャレンジデーだより

チャレンジデー PR 用チラシ チャレンジデーだより
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レポート

雲
うん

南
なん

市
し 島根県

10回目
主　　催	

雲南市チャレンジデー実行委員会	 （実行委員長　速水雄一）
雲南市教育委員会　社会教育課
〒 699-1392	 島根県雲南市木次町木次 1013-1
	 雲南市役所
TEL：0854-40-1073　FAX：0854-40-1029

結　　果	

人　　　口：40,931 人	
島根県雲南市	 ●

参 加 者 数：23,905 人	
VS

参　加　率：58.4％	
秋田県鹿角市	 ○

取得メダル：金

プログラム（太字：特に力を入れているプログラムと内容）	

①みんなで一緒に楽しい体操（加茂幼児園、加茂社会就労セン
ター、笑寿苑他）612 人

②雲南市グラウンド・ゴルフ大会（加茂中央公園ふれあいの丘）281人
③高齢者スポーツ大会（吉田勤労者体育センター）152 人
④うんなんチャレンジパーク（斐伊体育館）200 人
・	「予約不要」「短時間」「だれでも」をテーマに据えて、今回の
中心事業であるスポーツ体験企画「うんなんチャレンジパーク」
を開催しました。スポーツ吹き矢、ストラックアウト、ティーバッ
ティング、鬼越（おにごえ：フットワーク強化支援マシン）、パター
ゴルフ、スカットボール、フリースローの７種類の競技が体験
できます。表彰式等の式典を行わず、予約が不要で、興味があ
る競技のみ参加できることとしており、普段スポーツや運動を
行わない人が参加しやすくなるよう最大限の配慮をしています。

　また、各ブースにはスポーツ推進委員や現役のスポーツ選手、
経験者を配置し、ちょっとした「コツ」をアドバイスしたり、
声かけを行ってもらうことで、参加者の意欲を高めました。
また、「チャレンジマン」の登場もあり、参加者と対戦したり、
写真撮影を行ったりして、短時間であっても参加者がスポー
ツや運動を楽しめるよう工夫して実施しました。

⑤みとやスポーツクラブ無料体験会（三刀屋文化体育館アスパル）154 人
【アスリート・著名人など】

DAN − DAN（地元女子ソフトボールクラブチーム  第 34 回全
日本クラブ女子ソフトボール選手権大会準優勝、その他全国大
会等出場あり）

協力・連携	

体育協会／スポーツ推進委員／スポーツ少年団／競技団体／総合
型地域スポーツクラブ／幼稚園・保育園／小学校／中学校／高等
学校／事業所・企業／自治会・町内会／高齢者団体／障害者団体
／病院・診療所／高齢者施設／障害者施設

メディア	

毎日新聞／島根日日新聞／雲南夢ネット

広報・周知	

　出雲弁の号令による「雲南市チャレンジデーヴァージョンラジオ体操第
一」を作成し、チャレンジデーの開催及びその目的の周知に活用しました。
　雲南市では、チャレンジデーの目的を「運動等の日常化により健

康増進と地域づくりを進める」ことと設定しています。ラジオ体操
は数十年に渡る歴史があり、高齢者から小学生までその存在が知ら
れているものです。「だれでも」行うことができて、「継続的に」行
われているラジオ体操は、雲南市が設定するチャレンジデーの目的
や理念に合致するものであり、今回のチャレンジデーでは、「ラジ
オ体操」に改めてスポットライトを当てる企画を立てました。
　事前にラジオ体操の CD 製作を広報することで、住民に興味を持って
もらうことができました。交流センタ―等から「活用したい」との要望
もあり、希望する団体に CD を配布しています。CD の冒頭に「雲南市
チャレンジデーヴァージョンラジオ体操…」とのかけ声があり、チャレ
ンジデー終了後もチャレンジデーの存在を想起できるようになっていま
す。今後もこの CD を配布・貸し出しすることにより、地域での運動会、
各種体育行事の準備運動など様々な機会での活用を考えています。

製 作 物	

チラシ／雲南市チャレンジデーオリジナルラベルチロルチョコ
630 個／チャレンジデー開催周知の映像 一式／雲南市チャレンジ
デーヴァージョンラジオ体操第一 一式

実施効果	

・	いわゆる「ご当地ラジオ体操」の作成により、「だれでも」「継続
的に」行われているラジオ体操に改めてスポットライトを当て、
雲南市が設定するチャレンジデーの目的や理念の実践に向けて動
き出すことができたと考えています。チャレンジデーは終わりま
したが、一過性の行事に終わらないよう、今後も継続して「運動
等の日常化」に向けて事業を展開していきたいと思います。

・	地域自主組織や自治会などが地域おこしの一環としてチャレンジデーを
活用するケースが増え、地域社会の結びつきの強化につながりました。

・	それぞれの総合型スポーツクラブや社会体育施設が、特色を生かしたプロ
グラムを提供することで、その存在が改めてクローズアップされました。

・	未就学児から高齢者まで多くの人が、様々な場面で運動に取り
組み、市民の健康意識の増進に寄与しました。

担当者から	

　雲南市となってから 10 回目の実施となりました。
　これまでは、事前の広報についてもチャレンジデーへの参加を促す内
容を中心としてきたように思いますが、今回のチャレンジデーでは、チャ
レンジデーの意義や目的を市民に改めて伝えることに意識を置きました。
　チャレンジデーに協力いただいているスポーツ推進委員協議会、
体育協会等の関係団体の総会、自治会長会、自治会のスポーツ委員
の会等で、雲南市が設定するチャレンジデーの目的が「運動等の日
常化により健康増進と地域づくりを進める」ことであること。その
ためには、これまで運動から遠ざかっていた方々をスポーツに巻き
込むために、参加しやすさを追求し、楽しんでもらうことが重要で
あること。そして、そのことから「予約不要」「短時間」「だれでも」
をテーマに据えて、今回の中心事業であるスポーツ体験企画「うん
なんチャレンジパーク」の開催と「雲南市チャレンジデーヴァージョ
ンラジオ体操第一」の作成と実施に結びつく旨を説明してきました。
　今回のチャレンジデーの広報は、周知するイベント内容と事業
の目的が直接結びつくものとなっています。
　参加率は重要で、市民の興味もそちらに注がれる傾向にありま
すが、長い間チャレンジデーに取り組んできた雲南市としては、
チャレンジデーがきっかけとなった運動やスポーツへの参加を、
次は「日常化」していくことが大切だと考えています。これまで
の活動から、「運動の日常化」という、次のステージを目指すこ
とが、今後、雲南市として重要であると考えています。
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参加賞のオリジナルチロルチョコと！チャレンジマンと一緒にラジオ体操

2015 年 5 月 28 日 木曜日
毎日新聞電子版

2015 年 5 月 28 日 木曜日　毎日新聞

2015 年 5 月 21 日 木曜日
島根日日新聞
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レポート

赤
あか

磐
いわ

市
し 岡山県

6回目

主　　催	

赤磐市チャレンジデー実行委員会	 （実行委員長　友實武則）

赤磐市教育委員会　スポーツ振興課

〒 709-0816	 岡山県赤磐市下市 337

TEL：086-955-0738　FAX：086-955-6060

結　　果	

人　　　口：44,814 人	
岡山県赤磐市	 ○

参 加 者 数：21,668 人	
VS

参　加　率：48.4％	
千葉県いすみ市	 ●

取得メダル：銀

プログラム（太字：特に力を入れているプログラムと内容）	

①開始宣言 & ラジオ体操会（本庁及び各支所前）200 人

②岡山シーガルズのストレッチ教室（吉井武道館、赤坂体育セン

ター 、山陽ふれあい公園総合体育館）109 人

・	 トップアスリートやトレーナーから直接、一般の方へ普段で

きそうなストレッチから体幹トレーニングまでを簡単に教え

ていただくプログラムです。また、普段接することのないア

スリートの方々とのふれあいと交流を行いました。

③空き缶積み上げ大会（山陽ふれあい公園総合体育館）76 人

【アスリート・著名人など】
岡山シーガルズ（V・プレミアムリーグ女子）

協力・連携	

体育協会／スポーツ推進委員／スポーツ少年団／競技団体／総合

型地域スポーツクラブ／幼稚園・保育園／小学校／中学校／高等

学校／大学・専門学校／事業所・企業／商工会・青年会議所／自

治会・町内会／高齢者団体／社会福祉協議会／病院・診療所／高

齢者施設／障害者施設

メディア	

山陽新聞

製 作 物	

チラシ 15,600 枚／ポケットティッシュ 8,000 個

実施効果	

　今回は、昨年に比べて参加率が下がりました。チャレンジデー

への参加の周知方法や参加者の確認方法を改めて見直していくこ

とが必要ではないかと感じております。

担当者から	

　昨年の参加率を上回ろうと6年目のチャレンジデーに臨みました。

　参加率を上げるためだけの「動員｣ とならないように、自主的

な運動実施と参加の報告を呼び掛けました。しかしながら目標

だった参加率を越えることができませんでした。

　来年度も、赤磐市全体で体制を整えて臨み、今回以上に市民の

自主的参加を呼びかけていくことで、継続的な運動の実施につな

がることを期待しています。

空き缶積み上げ大会

ラジオ体操会

シーガルズのストレッチ教室
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2015 年 5 月 26 日 火曜日　山陽新聞

2015 年 5 月 17 日 日曜日
山陽新聞

2015 年 5 月 29 日 金曜日　山陽新聞

2015 年 5 月 24 日 日曜日　山陽新聞
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レポート

新
しん

庄
じょう

村
そん 岡山県

10回目

主　　催	

新庄村チャレンジデー実行委員会	 （実行委員長　小倉博俊）

新庄村教育委員会

〒 717-0201	 岡山県真庭郡新庄村 2014-2

TEL：0867-56-3178　FAX：0867-56-3179

結　　果	

人　　　口：972 人	
岡山県新庄村	 ○

参 加 者 数：1,005 人	
VS

参　加　率：103.4％	
秋田県上小阿仁村	 ●

取得メダル：金

プログラム（太字：特に力を入れているプログラムと内容）	

①早朝ウォーキング（新庄村内全域）450 人

・	 早朝ウォーキングは、早朝 6時～ 7 時の間に、新庄村内に

13 カ所設置されたチェックポイントを目指して行われる

ウォーキングプログラムです。

	 「村民の参加率アップ。スポーツを楽しんで健康になりま

しょう。」と掲げた目標達成のため、仕事や学校で他のプロ

グラムへの参加が難しい村民の方にも参加して頂けるプログ

ラムとして、呼びかけを行っています。

	 今年の早朝ウォーキング参加者 450 名の内、445 名の新庄村

民の方が参加しました。

②新庄村長杯ゲートボール大会（新庄村運動公園）310 人

③岡山シーガルズバレー教室（新庄中学校体育館）100 人

④親子で歩こう！ゆりかごの小径（ゆりかごの小径）61 人

⑤小学校交流スポーツ（新庄小学校）50 人

【アスリート・著名人など】
岡山シーガルズ（V・プレミアリーグ女子）

協力・連携	

体育協会／スポーツ推進委員／総合型地域スポーツクラブ／幼稚

園・保育園／小学校／中学校／事業所・企業／商工会・青年会議

所／自治会・町内会／高齢者団体／社会福祉協議会／高齢者施設

メディア	

山陽新聞／新庄村ケーブルテレビ

広報・周知	

　チャレンジデー実施 10 回目の新庄村では、村民に定着したイ

ベントとなりつつある一方、近隣自治体にはまだまだ広報・周知

の必要があるとの前年度の反省から、近隣自治体にもポスター配

布などの広報活動を行いました。

　手書きのポスターが目を引きやすいということで、ポスター下

部余白を利用し、手書きポスターを 40 枚作成し、配布掲示の依

頼を行いました。

　村外からの参加率は伸びませんでしたが、今後も広く周知した

いと考えています。

実施効果	

　本年は実施 10 回目の記念大会として、岡山県体育協会の「晴

れの国トップアスリート派遣事業」により「岡山シーガルズ」の

選手によるバレー教室を開催しました。新庄小学校、中学校の児

童・生徒に向けて、「アスリートを目指したきっかけ」や「試合

に臨む心構え」についてもお話頂き、技術指導と合わせてのプロ

グラムを実施しました。

　参加した児童・生徒からは、「最初、全くパスができてはいま

せんでしたが、少しずつ練習することによってパスがどんどん上

手になっていきました。」「岡山シーガルズという地元のチームを

もっと応援しよう！と思いました。スポーツが大好きなので、気

持ちの持ちようや、On と Off の切り換えなどを知り、これから

もチャレンジしていろいろなものを身に付けていきたいです。」

との感想がありました。

　スポーツの楽しさや基礎練習の大切さを知ることで、今後のス

ポーツへの取り組みに生かしてくれるものと期待しています。

担当者から	

　新庄村の人口が昨年は 991 名でしたが、今年は 19 人減の 972

名での実施となりました。しかし、村民の参加人数は、昨年の

631 名を上回り 640 名の村民の方がチャレンジデーに参加しまし

た。

　実施 10 回目の本大会ですが、「初めて参加してみた」と話され

る村民がおり、チャレンジデーの呼びかけを通じて、スポーツ参

加へのきっかけづくりには、まだまだ伸び幅があると感じていま

す。

　また、毎年チャレンジデーに参加したいとの思いで、近所を散

歩して体力づくりを続けられている 104 歳の村民もいらっしゃる

など、自治体対戦の勝敗ももちろんですが、「スポーツを楽しん

で健康になりましょう」の目標を掲げながら、これからも取り組

んでいきたいと考えています。

エール交換で「がんばるぞ！！」
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みんなで健康づくり 104 歳、元気にウォーキング

2015 年 5 月 30 日 土曜日　山陽新聞

2015 年 5 月 22 日 金曜日
山陽新聞

2015 年 4 月 20 日 月曜日　NO.398 広報メルヘンの里新庄
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北
きた

広
ひろ

島
しま

町
ちょう 広島県

3回目

主　　催	

北広島町チャレンジデー実行委員会	 （実行委員長　箕野博司）

北広島町教育委員会　生涯学習課

〒 731-1595	 広島県山県郡北広島町有田 1234 番地

TEL：050-5812-1864　FAX：0826-72-0608

結　　果	

人　　　口：19,654 人	
広島県北広島町	 ●

参 加 者 数：8,818 人	
VS

参　加　率：44.9％	
北海道芽室町	 ○

取得メダル：銀

プログラム（太字：特に力を入れているプログラムと内容）	

①ラジオ体操（町内全域）3,005 人

・	 ラジオ体操は、北広島町のスポーツ振興の重要な柱の一つに

なっており、通年の取り組みです。

	 そのため、朝のラジオ体操放送をチャレンジデー特別バー

ジョンに変え、チャレンジデー当日に放送しました。

	 また、各箇所の広場や職場でラジオ体操をしてもらいました。

大人から子どもまで幅広い人に参加してもらえる手軽なイベ

ントになっていると思います。

②ロープ・ジャンプ・EX（町内小学校）664 人

③グラウンド・ゴルフ大会（町内各所）606 人

・	 グラウンド・ゴルフは北広島町ではとても人気の高いスポー

ツの一つです。

	 チャレンジデー当日には各所で大会を開き、選手同士や他自

治体との交流の場として活用されました。

④ゲートボール大会（町内各所）75 人

⑤空き缶積み上げ大会（豊平ウィング）25 人

協力・連携	

体育協会／スポーツ推進委員／スポーツ少年団／競技団体／総合

型地域スポーツクラブ／幼稚園・保育園／小学校／中学校／高等

学校／事業所・企業／商工会・青年会議所／自治会・町内会／高

齢者団体／婦人会／障害者団体／社会福祉協議会／病院・診療所

／高齢者施設／公民館サークル

メディア	

きたひろネット「新鮮５」

広報・周知	

　SNS を活用し、チャレンジデーの広報を見聞きしづらい若い世

代にアピールができました。

　また、北広島町のケーブルテレビや音声放送を使い、文字が読

みにくいと仰る年配の世代にも広報をしました。この方法で、チャ

レンジデーのことを思い出したという方が多く見受けられまし

た。

　公共的な広報だけでなく、町内の企業や学校などの団体へ直接

説明や参加依頼をしたことにより、町内在住の人のみならず町外

からの通勤・通学者の参加が増えました。

製 作 物	

チラシ 9,600 枚／スタッフ T シャツ 30 枚／看板 3 枚／回収ボッ

クス 5 個

実施効果	

　町民のチャレンジデーに対する認知度が上がってきたと感じま

す。参加者の中には、チャレンジデーを意識して体を動かしたり、

いつもよりも長く運動をしたりと運動に対する意識を変える良い

機会になっています。また、町内各所で開催されるスポーツイベ

ントに参加することで、地域内での交流が生まれています。

　ここ２回は相手自治体に負けていますが、チャレンジデーに携

わるスタッフにイベントや広報などの工夫を積極的にしようと考

える人が増えているので、今後に期待が持てます。

担当者から	

　チャレンジデーへの認知度は上がっているものの、報告の仕方

やどんな運動をしたらいいかわからないという声を聞きました。

広報をする際、もっとわかりやすい情報発信を工夫すべきと感じ

ました。

　また、役場の主催するイベントとタイアップするなど、役場職

員のマンパワーをうまく使えばより盛り上げることができると感

じました。

　最後に、運動を日頃からしてみようと思われる方が増えたと感

じました。このような方を増やすべく、今後も取り組んでいきた

いと思います。

ロープ・ジャンプ・EX

ラジオ体操
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北広島町オリジナル“きたひろ音頭”

2015 年 5 月 27 日 水曜日
ウォーカープラス

チャレンジデー PR 用チラシ
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7回目

主　　催	

竹原市チャレンジデー実行委員会	 （実行委員長　吉田　基）

バンブースポーツクラブ

〒 729-2313	 広島県竹原市高崎町 1414

	 バンブー体育館

TEL：0846-24-1001　FAX：0846-24-1001

結　　果	

人　　　口：27,719 人	
広島県竹原市	 ○

参 加 者 数：15,775 人	
VS

参　加　率：56.9％	
秋田県にかほ市	 ●

取得メダル：金

プログラム（太字：特に力を入れているプログラムと内容）	

①グラウンド・ゴルフ大会（バンブー・ジョイ・ハイランド多目

的グラウンド）447 人

②太極拳合同練習（バンブー・ジョイ・ハイランドアリーナ）

100 人

③市職員によるストレッチ体操（竹原市民館前）95 人

④ BS サークル体験会（バンブー・ジョイ・ハイランドアリーナ）

89 人

・	 クラブが日頃運営しているサークルの体験会を実施しまし

た。誰でも気楽に参加できる内容で、健康運動指導士の充実

したプログラムを高齢者の方々に継続参加して頂き、健康増

進・維持に役立ててもらうよう実施しました。

⑤ママさんバレーボール練習試合（バンブー・ジョイ・ハイラン

ドアリーナ）72 人

協力・連携	

スポーツ推進委員／競技団体／総合型地域スポーツクラブ／民間

フィットネスクラブ／幼稚園・保育園／小学校／中学校／高等学

校／事業所・企業／商工会・青年会議所／自治会・町内会／高齢

者団体／病院・診療所／高齢者施設

広報・周知	

	 今回初めて、大手スーパー入口前で、特典付き（スポーツ教室

無料体験チケットなど）参加記録用紙の配布をしたり、市内数ヵ

所で各戸へ上記の用紙をポスティングしました。成果はあまりあ

りませんでしたが、今後に少しでも繋がると思っています。

製 作 物	

チラシ 3,000 枚／横断幕・懸垂幕 1 枚

実施効果	

　当クラブが運営するスポーツ教室の体験実施により参加者が増

えました。また、他サークルの方々との交流もあり楽しくされて

いたように思います。

　今回、初めて健康運動指導士（スタッフ）が、公民館に出向き

運動指導を行いました。時間の関係上市内 2 ヵ所のみの実施でし

たが、評判が良く、要望があれば今後も続けていく予定です。

担当者から	

　チャレンジデー T シャツを、スタッフ全員が早い段階から毎日

着用しておりますと、色々な方から声がけをされました。「今年

の対戦相手はどこ？」「もうチャレンジデーの時期なんですね！」

「T シャツかわいいから欲しいな～」などなど。私自身チャレン

ジデーに対する思いは、正直なところ大きなプレッシャーで押し

つぶされそうになりますが、このような声を頂くと、今年も頑張

ろう！また、少しでも喜んでもらえる内容にしようと勇気を頂き

ます。今年も大変でしたが、スタッフのチームワークも取れて、

良い経験になったと思います。

硬式テニス体験会

BS サークル体験会

太極拳合同練習後の記念撮影
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チャレンジデー
PR 用チラシ

チャレンジデー
PR 用チラシ

2015 年 5 月 16 日 土曜日
プレスネット
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三
み
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市
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3回目

主　　催	

三次市チャレンジデー実行委員会	 （実行委員長　増田和俊）

地域振興部　スポーツ課

〒 728-8501	 広島県三次市十日市中二丁目 8 番 1 号

	 東館 4 階

TEL：0824-62-6553　FAX：0824-62-6235

結　　果	

人　　　口：55,230 人	
広島県三次市	 ●

参 加 者 数：20,690 人	
VS

参　加　率：37.5％	
神奈川県逗子市	 ○

取得メダル：銀

プログラム（太字：特に力を入れているプログラムと内容）	

①施設無料開放（広島県立みよし公園）210 人

② 3B 体操（三次市民ホール「きりり」）197 人

③テニス（広島県立みよし運動公園）68 人

④ノルディック・ウォーキング講習会（広島県立みよし運動公園）

40 人

⑤フットサル（広島県立みよし運動公園）38 人

・	 通常有料の施設について、無料開放をすることで、施設の利

用促進と併せてスポーツへの参加のきっかけづくりを行って

います。

協力・連携	

体育協会／スポーツ推進委員／スポーツ少年団／競技団体／総合

型地域スポーツクラブ／民間フィットネスクラブ／幼稚園・保育

園／小学校／中学校／高等学校／事業所・企業／商工会・青年会

議所／自治会・町内会／高齢者団体／婦人会／障害者団体／社会

福祉協議会／病院・診療所／高齢者施設／障害者施設

メディア	

中国新聞／三次ケーブルビジョン「あっちこっち三次」

広報・周知	

	 チラシの全戸配布、ケーブルテレビの情報番組での紹介及び文

字放送や音声告知、三次市支所管内の防災無線やオフトーク放送

の実施、支所独自のチラシを作成し配布をしました。

製 作 物	

チラシ 19,000 枚

実施効果	

　3B 体操を三次市で普及したい人たちと連携を取り、多くの参

加者を得ることができたと同時に、3B 体操の普及活動の一端を

担うことができました。

担当者から	

　過去に参加された方の認知度は高く、PR の方法などアドバイ

スをくださる方がいました。

	 チャレンジデーに参加されたことのない方や、スポーツに対し

て積極的になれない方に対して、イベントそのものの周知や、参

加のしやすさをもっとアピールしないといけないと思います。

	 そのためには、PR の「方法」だけでなく、「期間」も必要であ

ると思います。

3B 体操で盛り上がる園児

市長と教育長はスポーツ吹き矢にチャレンジ！

親子で楽しむエクササイズ


